
挙
あ

げればきりがありませんがこれらは、見えて
 み

いた今
いま

の時代
じだい

が抱えた
かか

課題
かだい

でした。更に
さら

ウクライナに象徴
しょうちょう

され

る国家間
こっかかん

の政治的
せいじてき

バランスの激変
げきへん

・コロナ禍
か

が加わります
くわ

。否応
いやおう

なしに、社会
しゃかい

は劇的
げきてき

に変化
へんか

していきます。ダ

ーウインではありませんが、社会
しゃかい

の変化
へんか

に適応
てきおう

できた組織
そしき

（生物
せいぶつ

）のみが生き残ります
 い   のこ

。多く
おお

の利用者
りようしゃ

さんと

共
とも

にあるやまぼうしもこの渦中
かちゅう

にあります。生き残る
 い   のこ

為
ため

には、変革
へんかく

する能力
のうりょく

を身
 み

に付ける
 つ

しかありません。

目標
もくひょう

を定める
さだ

能力
のうりょく

・定めた
さだ

解決
かいけつ

策
さく

を実行
じっこう

し変りつづける
かわ

組織
そしき

になる必要
ひつよう

が有ります
 あ

。 

このコロナ禍
 か

について、これは神様
かみさま

の思し召し的
おぼ     め   てき

な表現
ひょうげん

をされる方々
かたがた

がいます。多く
おお

の方
かた

が亡くなって
 な

い

る現状
げんじょう

に対して
たい

の表現
ひょうげん

としては抵抗
ていこう

がありますが、一度
いちど

立ち止まり
 た   ど

、今
いま

までの価値観
 かちかん

・考え方
かんが かた

を見直し
 みなお

、

自分
じぶん

と自分
じぶん

達
たち

の生き方
 い    かた

そのものを考えなおす
かんが

時
とき

とは思います
おも

。自然
しぜん

と人間
にんげん

社会
しゃかい

・他者
たしゃ

と自己
じ こ

、あまりに人
ひと

や

自己本
じ こ ほん

位
い

の生き方
 い  かた

が招いた
まね

結果
けっか

の現状
げんじょう

です。 

 

現状
げんじょう

を見つめましょう
 み

。自分
じぶん

達
たち

を取り巻く
と       ま

状況
じょうきょう

の把握
はあく

と解決
かいけつ

策
さく

は？ 
 

ある公務員
こうむいん

の方
かた

が、福島
ふくしま

の復興
ふっこう

支援
しえん

に赴任
ふにん

し、福島
ふくしま

の中
ちゅう

小企業
しょうきぎょう

の支援
しえん

に当たられました
 あ

。そこで痛感
つうかん

され

たこと。いくら補助
ほじょ

金
きん

等
など

で支援
しえん

をしても、経営者
けいえいしゃ

やリーダー達
たち

の意識
いしき

が変わらなければ
 か

復興
ふっこう

は無理
 む  り

だというこ

と。状況
じょうきょう

を把握
はあく

し、経営者
けいえいしゃ

として幹部
かんぶ

として、自己
 じ  こ

変革
へんかく

と会社
かいしゃ

を根っこ
 ね

から変え
 か

未来
みらい

を描く
えが

覚悟
 かくご

がなければ

復興
ふっこう

はあり得ない
     え

。…水
みず

が無い
 な

。水
みず

をただ配る
くば

のは、解決
かいけつ

策
さく

と言えない
 い

。水
みず

は飲み干せば
 の   ほ

消える
 き

。井戸
 い ど

を掘る
 ほ

技術
ぎじゅつ

・力
ちから

を身
 み

に付ける
 つ

ために努力
どりょく

すること。一緒
いっしょ

に頑張る
 がんば

こと。この公務員
こうむいん

の方
かた

達
たち

は、日本
にほん

の抱える
かか

現状
げんじょう

を

解決
かいけつ

するに『伴走
ばんそう

支援
しえん

』という、企業
きぎょう

や組織
そしき

が変わる
 か

ためのシステム造り
        づく

をしています。一緒
いっしょ

に考え
かんが

、組織
そしき

が

自走
じそう

するまで伴
ばん

走者
そうしゃ

として援助
えんじょ

すること。徐々
じょじょ

に動き始めて
うご    はじ

います。…新生
しんせい

エンプロのスタートの原点
げんてん

は、

現状
げんじょう

の把握
はあく

と未来
みらい

への計画
けいかく

策定
さくてい

。計画図
けいかくず

（マンダラート）は、徐々
じょじょ

にできつつありますね。ガンバです。 

しっかりした土台
どだい

にしっかりした建物
たてもの

は建つ
 た

（20年
ねん

の歴史
れきし

と人
ひと

の輪
わ

・そして想い
おも

） 
 

新生
しんせい

エンプロは、事業
じぎょう

承継
しょうけい

に向かいます
 む

。目的
もくてき

は今
いま

まで以上
いじょう

に利用者
りようしゃ

さんが活き活き
 い   い

と過せる
すご

やまぼう

し。働く
はたら

職員
しょくいん

の労働
ろうどう

環境
かんきょう

・生きがい
 い

が十分
じゅうぶん

発揮
はっき

できるやまぼうし。皆
みな

が心から
こころ

微笑み合える
ほほ え      あ

やまぼうし。

職員
しょくいん

さんの笑顔
えがお

があれば、利用者
りようしゃ

さんの笑顔
えがお

に繋がります
つな

。生きがい
 い

にもなります。次
つぎ

の時代
じだい

の理想的
りそうてき

な

建物像
たてものぞう

を描いて
えが

欲しい
 ほ

です。20年
ねん

の実績
じっせき

で、人
ひと

・空間
くうかん

・信用
しんよう

等
など

、次
つぎ

のステップに向かう
 む

土台
どだい

は出来て
 で  き

いると

思います
おも

。‥‥夢
ゆめ

だけを新生
しんせい

エンプロに押し付ける
 お   つ

ようですが、より豊か
ゆた

に、そして生き残る
 い   のこ

為
ため

です。 

今回
こんかい

、新しい
あたら

理事
 り じ

さんが 3名
めい

誕生
たんじょう

しました。元
もと

やまぼうし職員
しょくいん

の方
かた

・やまぼうし現業
げんぎょう

のスタッフ 2名
めい

の方
かた

で

す。より現実的
げんじつてき

な課題
かだい

を背負い
せ お

提案
ていあん

・実行
じっこう

できるようになります。計画
けいかく

も実情
じつじょう

に沿った
 そ

形
かたち

でより大胆
だいたん

な企画
きかく

が

産まれる
 う

ことを願います
ねが

。 

 

ダイナミックな人
ひと

のうねりと、確実
かくじつ

な未来像
みらいぞう

の組み立て
 く   た

と。 
 

コミュニティネットワーク協会
きょうかい

と理事長
りじちょう

達
たち

が関わり
かか

、（現在
げんざい

のやまぼうしとラップさせた）未來
みらい

に向けた
 む

試み
こころ

の『まつまる』は、7月
がつ

末
まつ

にオープン予定
よてい

です。毎回
まいかい

30名
めい

以上
いじょう

の参加
さんか

で事業
じぎょう

部会
ぶかい

が開かれ
ひら

、障
しょう

がいを持つ
も

人
ひと

や高齢者
こうれいしゃ

の方々
かたがた

も一緒
いっしょ

に暮らせる
 く

街づくり
まち

に向け動いて
 む     うご

きました。老齢化
ろうれいか

が進む
すす

中
なか

で理想的
りそうてき

な街づくり
まち

の

一つ
ひと

として、多く
おお

の人
ひと

が関わり
かか

、とてもダイナミックなうねりを感じます
かん

。一方
いっぽう

で、生活
せいかつ

としてのやまぼうし

を形作る
かたちづく

のは、堅実的
けんじつてき

に日々
 ひ  び

の生活
せいかつ

を支える
ささ

職員
しょくいん

の方々
かたがた

です。この理想
りそう

と現実
げんじつ

、両者
りょうしゃ

が上手く
 う  ま

かみ合い
         あ

、組織
そしき

として展開
てんかい

することでやまぼうしの未來像
みらいぞう

が描ける
えが

と思います
おも

。職員
しょくいん

の方々
かたがた

・利用者
りようしゃ

さんと支援
しえん

される方々
かたがた

。

新生
しんせい

エンプロにご協力
 きょうりょく

のほどお願い
  ねが

申し上げます
もう   あ

。やまぼうしの生き残り
 い   のこ

とより豊か
ゆた

な未来
 みらい

に
 

向けて
 む

。 

 

 

 

 

 

 

 



副理事長
ふくりじちょう

 草場
く さ ば

清則
きよのり

（多摩
た ま

防水
ぼうすい

技研
ぎ け ん

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

 代表
だいひょう

取締役
とりしまりやく

） 
 

2022年
ねん

6月
がつ

24日
にち

の総会
そうかい

にて、新生
しんせい

エンプロジェクトの提案
ていあん

がなされました。エンプロジェクトが昨年
さくねん

の 1

月
がつ

から、事業
じぎょう

承継
しょうけい

に向け
 む

20回
かい

以上
いじょう

の会合
かいごう

を重ねたどり着いた
かさ

新た
あら

な地平
ちへい

かと思います
おも

。伊藤
いとう

理事長
りじちょう

と約
やく

20

年間
ねんかん

、認定
にんてい

ＮＰＯ法人
ほうじん

やまぼうしにかかわらせていただいた理事
りじ

の一人
ひとり

として、私
わたし

なりの想い
おも

を一言
ひとこと

述べさせて
 の

いただきます。やまぼうしの 20年
ねん

について、様々
さまざま

な見解
けんかい

があると思います
おも

が、よくぞここまで

戦い続けた
たたか つづ

なとの感想
かんそう

が第一
だいいち

です。継続
けいぞく

は力
ちから

です。それなりの大風呂敷
おおぶろしき

を理事長
りじちょう

は広げて
ひろ

きましたが、

曲がりなり
 ま

にもちゃんと形
かたち

にしてきたと思います
おも

。時代
じだい

時代
じだい

の課題
かだい

に向かい合い
 む     あ

、かかわるすべての人
ひと

（完全
かんぜん

とは言えなくて
 い

も）に寄り添って
 よ     そ

きた 20年
ねん

かと思います
おも

。今
いま

までやまぼうしを支え
ささ

てこられた方々
かたがた

・利用者
りようしゃ

さ

ん・職員
しょくいん

の皆様
みなさま

、そして理事長
りじちょう

や理事
 り じ

の方々
かたがた

、心
こころ

より御礼
おれい

申し上げます
もう   あ

。ありがとうございます。 

 

考え方
かんが かた

と社会
しゃかい

状況
じょうきょう

が激変
げきへん

する激動
げきどう

の時代
じだい

の中
なか

で 

皆様
みなさま

も実感
じっかん

されていると思います
おも

が、社会
しゃかい

は大きな
おお

変換期
へんかんき

にあります。日本
にほん

の経済
けいざい

システムの硬直化
こうちょくか

・人
ひと

やインフラの老齢化
ろうれいか

と少子化
しょうしか

・温暖化
おんだんか

に伴う
ともな

自然
 しぜん

環境
かんきょう

の激変
げきへん

・タイムリミット的
              てき

に起こる
 お

であろう大震災
だいしんさい

、


